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AWAナースから

勝浦病院地域連携室へ

2020.2.10

地域連携室副室長 辰己 和子
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H30.3 42年間務めた病院を60歳で定年退職

退職後1年間、看護協会ナースセンター、AWAナース紹介で看護活動を行
い、病院外であたらしい経験を重ねた

コンサートやスポーツイベントの救護、病院外看護業務・
検診業務応援等

南部エリアマネージャーから勝浦病院の話を伺う
地域連携室立ち上げを役割とする

H30.12.20 南部サテライトでエリアマネージャーと打ち合わせ
勝浦町議会に通る必要がある

H31.1.8 事務局長、看護師長、エリアマネージャーと面談
H31.1.29 病院長と面談、院内案内、町長あいさつ

地域連携室の運営方針について
H31.4 勝浦病院地域連携室副室長として就職
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AWAナースを活用しての地域連携室の
役割
①地域連携室の機能充実
②リーダーの育成

地域連携室の役割

地域連携室は病院と他病院、他施設、
地域をつなげ、また病院職員と院内連
携を深める部署である。

勝浦病院地域連携室業務

具体的業務内容
外来、病棟申し送り
入院紹介（前方、後方）
転医受け入れ調整
退院調整カンファレンス調整、進行
患者、家族、主治医、担当CM、関係コメディカル
ほか関係者
院内の会議参加
リハビリカンファレンス、事務局会議
地域との交流、会議、研修会参加
地域ケア会議
ケア会議
勝浦町役場福祉課保健師
勝浦町地域包括支援センター
勝浦町内介護保険施設
上勝町地域包括支援センター
上勝町内介護保険施設
訪問看護事業所
相談窓口
地域住民、ケアマネージャー、看護師・病院職員

3

地域連携の構図

患者・家族 医師 看護師 コメディカル

ケアマネージャー 地域連携室
連携室に聞けば何かが解

決できる

迅速・確実を目標に情報収
集を行い活動する

地域

訪問看護ST役場職員

他病院 介護保険施設 介護以外の施設
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１病棟

病床数 60床 うち包括病床８床

酸素・吸引設備病床３３床（５５．０％）うち包括病床２床

個室２３室（包括８室）

２人室１４室

総室２室

平均在院日数 31.36
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項目 / 月
4 5 6 7 8 9 10 11 12

１日平均在院患者数 30 43 39 41 39 32.4 34.7 36.8 39.2

稼働率（％） 51 71 65 68.3 65 54 57.8 61.3 65.3

平均在院日数 28.28 31.85 37.33 38.05 37.33 32.81 33.54 31.78 31.36

退院調整
カンファレンス（件）

20 30 25 27 22 16 26 25 42

院外連携（件） 37 50 58 59 39 56 46 33 37
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今日までの経過

知らない土地での地域連携に不安があったが

これまでの経験、知識を生かし貢献しようと考えた

場所は事務所内で外来が見通せる位置を希望し叶えてもらった

事務所に怪しげなNs.が来たと思うひと、期待をもって迎えてくれるひとさまざまであったと
思うが、職員皆がやさしく勝浦のこと、病院のことを教えてくれた
同級生がいたことは心強かった
初めての電子カルテは事務の人から教わった

少しずつなじみ、院内、院外のひとに地域連携室が浸透してきた

声をかけてくれる人も院内外ともに増えてきた

描いている地域連携室に向かっていると感じる
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訪問看護依頼

A訪問看護ステーション

肺非結核性抗酸菌症、点滴：M 80代
中咽頭がん再発、PEG：M 80代
前立腺腫瘍、点滴：M 80代
DM、インスリン注射：M 90代

B訪問看護ステーション
アルツハイマー型認知症、パーキンソン症候群、点滴：F 90代歳

C訪問看護ステーション
慢性呼吸不全、HOT：M 80代 検討中

他の訪問看護の皆様も含めこれからもよろしくお願いいたします8
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今後の課題

臨時職員の枠内で活動の範囲に制限がある

連携室設置目的の一つである看部部門のリーダー育成に
は関与できていない

地域連携室後任には教育、人材育成に期待する

病院経営に一助する
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勝浦病院地域連携室

連携室に聞けば何かが解決できる

迅速・確実を目標に情報収集を行い活動続けます
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看護協会の皆様
送り出してくれてありがとうございます

勝浦病院の皆様
迎え入れてくれてありがとうございます

会場の皆様
ご清聴ありがとうございます
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